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中央自動車道

リニア中央新幹線

西関東連絡道路（一部計画区間含む）中部横断自動車道（一部計画区間含む）

新山梨環状道路(計画)

新山梨環状道路(供用)

参考：他県との接続 高速道路等

山梨ー静岡区間
一部供用済み。
全線開通予定は、Ｒ3夏頃

新山梨環状道路
計画総延長：約４３km
直径 南北：約１０km

東西：約１１km

出典：国土地理院 地理院地図をもとに作成 2



参考： 人・物資の移動にかかる想定①

出典：国土地理院 地理院地図をもとに作成

陸上自衛隊のヘリコプターCH-47JA
(通称：チヌーク）の航続距離は、約1,040㎞
東京湾臨海部広域防災拠点(有明)と、
小瀬スポーツ公園補助競技場(甲府市)間の

ピストン 輸送を想定
木更津駐屯地 ⇒ 有明 ⇔ 甲府市

片道約34km     片道約110km(4往復:880km)

約４往復、給油なしで輸送が可能
(片道約30分)

※ 「政府中枢機能の代替拠点に係る基礎的調査業務(報告書)」
(H25.3)で50人との想定

東京湾臨海部広域防災拠点(有明)と、
関西間のピストン輸送を想定

木更津駐屯地 ⇒ 有明 ⇔ 関西国際空港
片道約34km     片道約435km(１往復:870km)

１往復で約870kmを超える
(片道約1時間40分)

約110㎞

霞が関約105㎞

木更津駐屯地

約34㎞

約31㎞立川
小瀬スポーツ公園補助競技場等

（山梨県甲府市小瀬町）
東京湾臨海部広域防災拠点
（東京都江東区有明）

約75㎞

関西国際空港

東京湾臨海部広域防災拠点
（東京都江東区有明）

約435㎞

約405㎞

大阪合同庁舎第4号館

3



主要スペック

略称：CH-47JA

愛称：チヌーク

　乗員 3人(P×2、機上整備員×1)+55人

機体

　全長 30.18ｍ(胴15.88ｍ)

　全幅 16.26ｍ(胴4.78ｍ)

　全高 5.69ｍ

　ローター直径 18.29ｍ（3枚×2）

　製作 川崎重工業

エンジン

　名称 T55-K-712

　出力 3,149SHP（最大連続）×2

　製作 川崎重工業

　最大全備重量 22,680kg

　最高速度 約270km/h

　巡航速度 約260km/h

　航続距離 約1,040km

　実用上昇限度 約2,700m

（平成7年度から取得）

出典：陸上自衛隊HPより引用

※CH-47Jの性能向上型、大型燃料タンク化され

　長距離輸送能力の向上を図った

「政府中枢機能の代替拠点に係る基礎的調査業務(報告書)」
（H25.3内閣府）は、政府要人の移動に政府専用機のほか、輸送
できる人員が多く（一回50人想定）、かつ、航続距離が長い自衛
隊ヘリのCH-47JAの利用を想定。最大4機の招集を想定。
離着陸には、100m×100mの空き地が必要としている。

参考： 人・物資の移動にかかる想定②

出典：陸上自衛隊HPより引用
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出典：「政府中枢機能の代替拠点に係る基礎的調査業務(報告書)」(H25.3内閣府(防災担当))より

例)

参考：政府中枢機能の代替拠点に係る基礎的調査業務(報告書) 評価指標抜粋
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参考：東京圏の中枢機能のバックアップに関する検討会 二次とりまとめ の概要

出典：東京圏の中枢機能のバックアップに関する検討会 二次取りまとめ（H24.4国土交通省）より
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参考：関西での首都機能バックアップ構造の構築に関する意見 の概要

出典：関西での首都機能バックアップ構造の構築に関する意見（H25.5関西広域連合ほか）より
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参考：二拠点居住推進
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